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市場メカニズムの前提条件

価格や品質など

利潤π＞０
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（例）医薬品

（例）かつての鉄道、 航空、タクシー、銀行など
（例）かつての電力、ガスなど

価格は一定 but 質は異なる？
サービスの質は異なる？
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最適な組み合せ
は１つだけ

市場

価格

数量

（例）P：5000円のとき
Aさん：2個
Bさん：1個 ３

（Aさん＋Bさん）

市場
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※ 秋葉・薮下・永田・若田部（2000）

『経済学入門』（第1章） 東洋経済新報社 参照

単純化して
1効用＝1円とすると・・・

正確には「総便益曲線」
といわれます

（限界便益MB）

P

２

5000

Aさんの2つ目に対す
る評価額が5000円

but 本来は
主観的なもの
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（MB（限界便益））

（限界便益曲線）

追加の1単位に対する買い手の
支払い意欲（willingness to pay）

限界効用理論
の前提

まとめ

ここまでは「Aさん個人」についての行動。
「市場価格」を考慮したとき、最終的にいくつ買うのか？

５
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評価額（ ） 市場価格 1000円

評価額のほ
うが大きい
ので得

１
つ
ず
つ
増
や
し
て
い
く

一定

900

1000円
1000円
1000円

1000円
1000円 －100円

余剰が減少！
市場価格＜評価額（MU）ならば 「買う」

=
余剰（総便益）が最大になるところが最適な購入量
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P=3000

最適な
組み合わせ
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参考 総効用曲線を用いた図による説明
（正確には・・・総便益曲線）

最適消費量の決定
P＝MU（限界便益MB）

０ QA

総効用曲線U
（総便益曲線B）

C：消費者にとっての支払い額
P×QA

P＝1000円

市場価格P＝1000円のとき

E

最適点 接線の傾き＝市場価格P（＝1000円）となるところ
→ 傾きが等しく平行

純
便
益

最大

総効用曲線U
（総便益曲線B）５

１→２

△₌１

？

接線の傾き

限界効用MU
（限界便益MB）

８



補論 消費者余剰分析の応用：「2部料金制」について
「入園料は暴利か？」

※ 秋葉・薮下・永田・若田部（2000）
『経済学入門』（第1章より） 東洋経済新報社

「２部料金制」がとられている例
電力、水道、電話、遊園地、会員制スポーツクラブ・・・

固定料金 ＋ 単位あたりの従量料金

（消費量に依存しない一定部分） （消費量に依存してかかる料金）

０ QA

総効用曲線U（総便益曲線B）

C：消費者にとっての支払い額
P×QA＋固定料金分

P＝1000円

E

最適点

純
便
益

５

固
定
料
金
分

（
入
園
料
）

「変化しない」

ジェットコースター
の利用回数 Q

０

MU（MB）
1回あたりの料金P

限界効用曲線MU
（限界便益曲線MB）

1回あたり
料金

1000円
E

５

変化なし
入園してくれるならば、固定料金分は最適消費量の
決定には影響しない

→ 遊園地は固定料金分だけ収入が増える？
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ただし・・・
最終的な消費者余剰は、固定料金分だけ減少する

固定料金がないときの消費者余剰 ＞ 固定料金 → 入園する
（入園料）

＜ → 入園しない

もし、入園料はそのままでも、1回あたりの利用料金を引き下げると？

０ 利用回数

MU
P

1000円

800円

E
E’

消費者余剰も増加するので、
結果として消費者も得をするかも？

固定料金によって遊園地（経営者）は収入を増やすことができる一方、
1回あたりの利用料金を引き下げてくれることで、結果として
消費者が得をする可能性もある
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